
第2章 施策の展開  目標 I 確かな学力の育成

施策 1 創意工夫を生かした教育指導の実施

状 (課題)

① 現在、本市では児童生徒の基礎的・基本的な矢□識や技能、思者力・判断力・

表現力などの活用する力を的確に把握し、児童生徒一人一人の学力を確実に

伸ばす学習指導を推進しています。

児童生徒に確かな学力を身に付けさせるためには、各学校が児童生徒の学

習内容の定着状況を把握して成果と課題を明らかにし、改善計画を立て、学

力向上に向け計画的に取り組むことが重要です。

② 幼稚園・保育所・保育園・言忍定こども園などから小学校そして中学校へと、

学習環境の変化に伴う子供たちの不適応を解消し、個に応じた指導を推進す

ることが確かな学力の定着には不可欠です。少人数指導やティニムティーチ

ングなどきめ細かな指導が必要です。

③ 学校の教育力の向上を目指して、各学校が児童生徒の実態を踏まえ、常に

指導方法の工夫・改善を図り、研究・実践を重ねることが重要です。

※全国標準値を50と した場合の上尾市立小・中学校の得点

【調査実施教科】 小学校 2年生～6年生 :国語と算数

中学校 1年生 :国語・数学・英語

中学校 2年生 :国語・数学
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<上尾市立小・中学校学力調査結果>

■小学校 口中学校
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